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通常の学級に在籍する特別な支援を 

必要とする児童生徒への支援の充実に関する研究 
―校内資源を活用した校内支援体制の確立を目指して―   （第２年次） 
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研究主題 

 

第 １ 章 校内資源を活用した実践事例 

第 ２ 章 学校レポート～全県調査による特徴的な取組から～ 

第 ３ 章 校内資源を活用した校内支援体制の基本的モデル 

別冊資料  ・実践のための各種シート様式 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた校内授業研究ガイド 

・よりよい保護者連携のための手引き 

校内資源を活用した校内支援体制の確立 

特別な支援を必要とする児童生徒への支援の充実 

校内資源を活用した校内支援体制の基本的モデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究協力校のニーズに応じた実践 

モデルⅠ 特別支援教育校内委員会の取組 

モデルⅡ 支援チームによる取組 

モデルⅢ 特別支援学級の弾力的な運用の取組 

モデルⅣ 特別支援教育支援員にかかわる取組 

モデルⅤ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業研究の取組 

モデルⅥ 特別支援教育の視点を取り入れた学校スタンダードの取組 

 
校内資源を活用した校内支援体制による実践 

 個 に 
対する 
支 援 

全体に 
対する 
支 援 

校内資源を活用した実践事例集の作成・普及 

 

本研究では，校内資源を活用し

た校内支援体制を構築していくた

めの視点を，支援を必要とする児

童生徒に対する支援「個に対する

支援」と，支援を必要とする児童

生徒を含めた「全体に対する支援」

の二つの視点からとらえるととも

に，研究第一年次における全県調

査結果の分析を反映させた，校内

支援体制の基本的モデルを策定し

ました。 

実践にあたっては，研究協力校

５校において，学校ニーズに応じ

て，基本的モデルをカスタマイズ

し，校内資源を活用した校内支援

体制による取組を進めました。 

 研究協力校５校の実践や，研究第一年次の全県調査において

把握された特徴的な実践，再構成した基本的モデルをまとめた

内容で，「校内資源を活用した校内支援実践事例集」を作成し

ました。また，別冊資料として，基本的モデルに基づく取組の

活用ツール，全県調査におけるニーズを基にして作成した「ユ

ニバーサルデザインの視点を取り入れた校内授業研究ガイド」

及び「よりよい保護者連携のために」をまとめました。 



○学級経営の充実のために，『聴くことができる学級』と『互いの特性を理解し合う学級』の２点に 
重点をおいて実践に取り組みました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○教科毎に見受けられる児童の学習状況に応じた支援の充実を目指し，学級担任に加えて特別支援
教育支援員や通級指導教室担当者などの校内資源による支援チームを編成して実践に取り組みま
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○聴くことができる学級を目指し，「物的環境の
整備」と「人的環境の整備」の視点から取り
組んだ。 

○児童が『聴くこと』ができるようになり，学 
校生活が落ち着き，自分から判断し行動でき
る児童が育ってきたなどの効果が確認され
た。 

○互いの特性を理解し合う学級を目指し，「学校ス
キル学習」，「学級スキル学習」，「教職員の姿勢」，
「保護者や地域への啓発」等の視点に基づき取
り組みを進めた。 

○校長講話を全校で取り組むスキル学習の場とし
たり，学級における学び合いのルールを設定し
たりといった取組により，学校全体としてのス
キルの定着が図られ，お互いを認め合う姿が多
く見られるようになってきた。 

○特別支援教育支援員を支援チームのメンバーに 
位置付けながら，児童にかかわる情報共有から 
具体的支援，評価までにかかわる役割を示した。 

○支援員の情報提供に対して，学級担任が次への支 
援に生かそうとする姿勢で受け止めていったこ 
とにより，支援員がよりチームにおける自己の役 
割意識を感じ，支援に当たることができた。 

○対象児童の学習意欲の持続，向上といった面で効 
果的な支援につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平泉町立長島小学校「担任，通級指導教室担当者，支援員等によるチーム支援」 

盛岡市立都南東小学校「学級経営の充実に重点を置いた学校スタンダードの取組」 

100問１枚のテストを 20問５枚のテスト

に変換し，達成感を得やすくする工夫 

○通級指導教室の弾力的な運用により，少
人数指導において特別支援教育の専門性
を生かし，児童の得意さに着目した学習
活動の設定や教材の工夫がなされ，児童
の意欲的な取組に反映された。 

○担任や支援員が進める一斉指導場面にお 
けるヒントも，通級指導教室担当者から
多くの情報が得られた。 

支援チームメンバーとその役割 



○個々の生徒の学習，生活の状況について，校内的に理解を深め，授業づくりの充実を図ることが 
校内支援の両輪となると考え，年間を通して，生徒理解研修会及び校内研究会を開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○花輪中学校スタンダードを授業改善
の共通ツールとして用いることによ
り，授業に取り入れる特別支援教育
の視点が明確になった。 

○授業研究会や授業交流週間における
実践・参観をとおして，各自の実践
を振り返り授業改善につながる取組
となった。 

○生徒理解のためのステップやいつまでに
どのような資料を作成すべきかなど，スケ
ジュールが明確に示されることで，統一し
た基準で生徒理解を進められることがで
きた。 

○生徒理解研修会で継続的に検討されてき
た生徒の具体的な支援方策が具現化する
過程を全職員が共有できる仕組みが整え
られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協力校５校はそれぞれ，基本的モデルを複合的に取り入れ，各校の実情に応じてカスタマイズし

ながら実践に取り組みました。基本的モデルごとの成果については下表のとおりです。 

この６つのモデルに基づいた取組それぞれが，「個に対する支援」，「全体に対する支援」として，校

内支援体制として有効な機能を果たすことが確認できました。 
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      成   果 
 
 

基
本
的
モ
デ
ル 

Ⅰ 特別支援教育校内
委員会の取組 

   ○ ○ ・支援を必要とする児童生徒の理解 
・校内体制による取組の方向付け 

Ⅱ 支援チームの取組   ○   ・機能性を生かした組織的支援 
・担任を支える校内体制 

Ⅲ 特別支援学級の弾
力的な運用の取組 

○  ○ ○  ・専門性を生かした支援 
・校内授業研究推進にかかわる視点の手がかり 

Ⅳ 特別支援教育支援
員にかかわる取組 

  ○   ・情報共有、支援内容の検討を経ての支援 
の充実 

Ⅴ ユニバーサルデザインの視点
を取り入れた授業研究の取組 

○ ○  ○ ○ ・困りやつまずきに基づいた支援の工夫 
・分かりやすい授業への改善 

Ⅵ 特別支援教育の視点を取り入
れた学校スタンダードの取組 

○ ○   ○ ・基本的なルールの確立 
・児童生徒にとっての過ごしやすい学校づくり 

宮古市立花輪中学校「生徒理解に基づき，特別支援教育の視点を取り入れた授業実践」 

滝沢市立滝沢第二小学校 花巻市立花巻中学校  次ページ 



○「基礎・基本の確かな定着を図る指導法の改善」を研究主題に掲げ， 
「誰にでも分かる授業づくり」，「基礎・基本の確かな定着を図る授業づくり」をユニバーサルデ 
ザインの手法を用いて校内研究として取り組みました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○一人一人の児童の「困り」を的確に把 
握し具体的な支援を検討していくこと， 
単元の特性をふまえながら支援を必要 
とする児童及び全体への指導の工夫を 
していくことが重要と考え，算数科に 
おける全ての子どもが分かる授業づく 
りの研究に取り組みました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

グループ毎にオリジナルの旅行記づくり，音読する英文

の分担及び発表のための練習に取り組んだ。生徒の主体

的活動と学習定着に有効だった。 

 

 

レディネステストや教研式サポート学習支援シス

テムの結果から，児童の考えの傾向や特徴を捉え，

授業展開・支援内容を考えたことが学習の理解促

進につながっていた。 

板書に貼られた児

童の考えを手立て

毎にグループ化す

ることで，共有化

に効果的だった。 

３種類の適応問題に自己選択で取り組み，どの児

童も達成感を得ることができた。 

ユニバーサルデザインの視点を全教員で共通理解し合い，普段の授業の中で具体

的に取り入れていく手立てとして①②の取組が有効に機能した。 

学習プリントの視覚化

は，文法構造が把握し

やすく，矢印及び色分

けられたペンの表示等

も加わり，理解しやす

いものとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝沢市立滝沢第二小学校 

研究内容の詳細や「校内資源を活用した校内支援実践事例集」は，当センターＷebページに掲載しています。 

花巻市立花巻中学校 

４年 

２年英語科 


